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㊟ 1.中学在学中【中1・4月から中3・12月まで】に受検した３級以上の検定を対象とする。

９．活動実績の加点については、その大会等に出場選手としてメンバー登録されていることを前提とし、文化部もこれに準ずる。（要メンバー表・出場選手/参加生徒登録票等）

　　　＊内申点と活動実績点で判定できない場合は、中学３年（２学期まで）の内申点と英検CSEスコアで段階的に判定を行う。

順位付け ①9教科の5段階換算点350点

②5教科（国語・社会・数学・理科・英語）の5段階換算点250点

③英検CSEスコア

５．生徒会役員については、選挙によって選出された役員に対して得点を与える。
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　　なお、取得の時期については、進路相談会の実施時に、漢検・数検については合格を証明する書類を、英検についてはCSEスコアをそれぞれ提示できることを前提とする。
（ウェブデータを含む）

２．英検については、提示するCSEスコアの受験形式（従来型・S-CBT型）は問わない。ただし、準2級以上で、１次試験結果「合格」「不合格」、あるいは２次試験結果「不合格」、
　　もしくは総合合否「不合格」でCSEスコアを提出する場合は、ひとつ下位の級を取得していること（取得の時期は問わない）を前提に下表の通り、加点の対象とする。
　　なお、3級においては、1つ下位の4級の取得と提示は不要。また準1級以上においては、下表（右）の条件に準ずるものとする。

３．漢検については、提示する合格証の受験形式（個人受検・漢検CBT受験）は問わない。また最上位の取得級に対して得点を与える。

４．数検については、原則、最上位の取得級に対して得点を与える。ただし、準2級以上の級については、ひとつ下位の級を取得していること（取得の時期は問わない）を前提に、
　　1次（計算技能検定）のみ合格・2次（数理技能検定）のみ合格でもそれぞれ下表の通り、加点の対象とする。

８．部活動と校外活動の両方の実績をもつ者については、合計得点が高い活動のみ、得点を与える。

６．都道府県大会については、当該大会の成績表（トーナメント表やリーグ戦表など、参加校（人）数がわかるもの）をもとに、下記の①～③に照らして評価する。

　①参加校（人）数が51以上の大会については、ベスト８以上の成績を収めた者を評価する。

　②参加校（人）数が50以下の大会については、参加校数を８で除した商以上の順位を収めた者を評価する。

　　ただし、トーナメントについては商が２以下の場合は二位まで、２を超えて４以下の場合はベスト４、４を超えた場合はベスト８を評価対象とする。
　　リーグに関しては、商を小数点以下で四捨五入した順位以上を評価対象とする。

　③複数の大会に出場し、評価に値する成績を収めた者についても、最高点１つのみ、得点を与える。

７．都道府県大会、近畿大会、全国大会については、上位の大会のみを評価の対象とする。また近畿大会、全国大会については、予選を経て出場したものに限る。

級 １次・２次検定 得点 加点条件

準２級
一次試験結果「合格」「不合格」、

二次試験結果「不合格」、総合合否「不合格」
３級取得

準２級 総合合否「合格」 なし

準２級

プラス

一次試験結果「合格」「不合格」、

二次試験結果「不合格」、総合合否「不合格」
準２級取得

準２級

プラス
総合合否「合格」 なし

２級
一次試験結果「合格」「不合格」、

二次試験結果「不合格」、総合合否「不合格」

準２級プラス

もしくは準2級

取得

２級 総合合否「合格」 なし

別表CSE

スコアの得

点帯による

得点

実用英語技能検定
CSEスコアにより加点 ㊟1・２

（検定級の合否は問わない）
４～１５

３級 4

準２級　　　　 ㊟１・３ 9

２級以上 15
３級 4
準２級　　　　 ㊟１・４ ６,7,9

２級以上 １２,15

生徒会活動 生徒会役員 ㊟５ 4
３年間継続 4

キャプテン 4

都道府県大会 ㊟６・７・８・９ 9

近畿大会出場 ㊟７・８・９ 12
全国大会出場 ㊟７・８・９ 15

校外活動
部活動以外のスポーツ・

文化・芸術など ㊟６・７・８・９

部活動に

準拠

50

活動実績内容

実用数学技能検定

校内

部活動

満点(上限)

日本漢字能力検定


